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各部の取付取り外し

(単相100V)

ミニミニ

精米機セット型



アース



排出口に手や指を入れないで
ください。

コードを傷付けたり、破損した
り無理に曲げたり、引っ張った
り、ねじったり、また重い物を
のせたり、挟み込んだり、加工
したりしないでください。

ホッパー



電源スイッチ・ＰＬマーク



●ホッパー(投入口)
精米機と連結します。

格納時は閉まります。

●石取口レバー
異物および残米を取り出す
ときに操作します。

●石取口
異物および選別網の残米が
出ます。

●電源スイッチ
運転時は「ON」にします。

●電源コード
100V電源に接続します。

●ドアスイッチ
上部カバーを開けると
電源が切れます。

●投入口フタ

●上部カバー

●上部カバー

●白米排出口

●扉

●Ｖベルト　Ｍ２８

●ファン

●バネ押え

●揺動枠

●ビス

●止めネジ

選別した白米が排出
されます。

●扉

●プーリ

●小米受箱 ●ブラシ(付属品)

割れ米等が収納されます。
(毎回処理してください)

●手掛

●止めネジ

●投入口フタ

●ホッパー(投入口)

●止めビス



注油

ホッパーの取付

精米機

石抜機
(本機)

ホッパー

投入口フタ

ホッパー ビス

上部カバー

投入口フタ

マグネット
(ウラ面)

ホッパーと投入口フタを上部カバーにビス止

めしてください。

投入口フタはマグネット面を下側にセットし

てください。

　(ホッパーと投入口フタは上部カバー内に

　梱包されています。)

石抜機の設置場所は、湿気のないところに機械

が水平になるように設置してください。

機械が傾いていると、米が片寄りして選別性能に

影響します。

軸受部には、無注油ベアリンクを使用しています

から、注油の必要はありません。

この石抜機は、電気装置を内蔵しております。

出るだけ乾燥した場所で使用、または格納

してください。また、ネズミが入りますと電気部

品の故障や腐食故障します。十分注意してく

ださい。

白米受け箱と異物および残米受けをセットして

ください。

白米受け箱の高さは25cm以下にしてください。



ホッパーへ精米機をセットしてください。

精米機の排出口が低い場合は、台などを

用意してください。

白米受け箱と異物および残米受けをセットして

ください。

白米受け箱の高さは25cm以下にしてください。

精米機と別に100Vコンセントか1口必要です。

投入口フタを引き全開にしてください。

能率が時間８０kg以上の精米機は使用で

きません。選別不良になります。

精米と選別の準備

電源の準備

精米機へのセット

精米機

ホッパー

投入口フタ

精米機

白米受け箱

精米機

投入口フタ

ホッパー

石抜機
(本機)

台
別途ご用意ください

精米機

●白米受け等は別途ご用意ください

●白米受け等は別途ご用意ください

異物/残米受け

白米受け箱

異物/残米受け

２５ｃｍ以下

２５ｃｍ以下

石抜機
(本機)



１．精米を開始する

２．白度が決まったら精米機を停止する

３．精米機に石抜機をセットする

４．石抜機のスイッチを入れる(ＯＮ)

６．精米機のスイッチを切る(ＯＦＦ)

７．石抜機のスイッチを切る(ＯＦＦ)

５．精米機のスイッチを入れる(ＯＮ)

作業の順序 (精米機が一回通し式の場合)

ムラつき米は精米タンクへ戻したください。

精米機の排出口が低い場合は、台などを

用意してください。 もし、一回で異物が取り切れない場合は、

再び白米を精米タンクに戻し繰り返してくだ

さい。このとき、精米の抵抗ダイヤル位置は

「0」にしてください。

米との比重差が少ない異物(軽石、アスファ

ルト片、砂、土壌の塊等)は、選別できない

場合があります。

ホッパーへ精米機をセットしてください。

精米機の排出口が低い場合は、台などを

用意してください。

セットした石抜機を一旦移動し、精米機の作業

手順により、精米を開始し白度を決めてください。

石抜が始まり、しばらく(30～40秒後)して白米排

出口より選別された白米が斜め前方に出てきます。

必ず石抜機を先に運転してください。

精米機を先に停止してください。

精米機停止後1～２分後白米が排出されなく

なったら石抜機を停止してください。

精米機と別に100Vコンセントか1口必要です。

投入口フタを引き全開にしてください。

精米機の能率が時間８０kg以上の精米機

は使用できません。選別不良になります。

精米と選別の準備

電源の準備

精米機へのセット

精米機

石抜機
(本機)

ホッパー

投入口フタ

精米機

白米受け箱

精米機

投入口フタ

ホッパー

石抜機
(本機)

台
別途ご用意ください

精米機

●白米受け等は別途ご用意ください

●白米受け等は別途ご用意ください

異物/残米受け

白米受け箱

異物/残米受け

２５ｃｍ以下

精米機

●白米受け等は別途ご用意ください

白米受け箱 異物/残米受け

精米機

●白米受け等は別途ご用意ください

一旦移動し白度を決める

２５ｃｍ以下

石抜機
(本機)

白米排出口

電源スイッチ



ホッパーへ精米機をセットしてください。

精米機の排出口が低い場合は、台などを

用意してください。

精米機と別に100Vコンセントか1口必要です。

投入口フタを引き全開にしてください。

精米機の能率が時間８０kg以上の精米機

は使用できません。選別不良になります。

精米と選別の準備

電源の準備

精米機へのセット

精米機

石抜機
(本機)

ホッパー

投入口フタ

精米機

白米受け箱

精米機

投入口フタ

ホッパー

石抜機
(本機)

台
別途ご用意ください

投入口フタを引き全開にしてください。

精米機

投入口フタ

ホッパー

石抜機
(本機)

精米機

●白米受け等は別途ご用意ください

●白米受け等は別途ご用意ください

異物/残米受け

白米受け箱

異物/残米受け

２５ｃｍ以下

２５ｃｍ以下

精米機

●白米受け等は別途ご用意ください

白米受け箱

異物/残米受け

１．精米を完了する

４．精米機のシャッター(出口ハンドル)を開ける

２．白度が決まったら精米機を停止する

３．精米機に石抜機をセットする

２．石抜機のスイッチを入れる(ＯＮ)

５．精米機のスイッチを切る(ＯＦＦ)

６．石抜機のスイッチを切る(ＯＦＦ)

３．精米機のスイッチを入れる(ＯＮ)

作業の順序 (精米機が循環式の場合)

ムラつき米は精米タンクへ戻したください。

精米機の排出口が低い場合は、台などを

用意してください。

もし、一回で異物が取り切れない場合は、

再び白米を精米タンクに戻し繰り返してくだ

さい。

シャッター(出口ハンドル)を全開で作業すると

異物が取り切れない状態になります。

米との比重差が少ない異物(軽石、アスファ

ルト片、砂、土壌の塊等)は、選別できない

場合があります。

精米機の作業手順により、排出行程手前まで

精米を完了してください。

排出行程で石抜を行います。

タイマー付きの場合は、下記を目安にセットしてく

ださい。

石抜が始まり、しばらく(30～40秒後)して白米排出

口より選別された白米が斜め前方に出てきます。

精米機のシャッター(出口ハンドル)全開にしない

でください。開度は10mmを目安に上記タイマー

セット時間を目安に調節してください。

必ず石抜機を先に運転してください。

精米機を先に停止してください。

精米機停止後1～２分後白米が排出されなく

なったら石抜機を停止してください。

精米機

●白米受け等は別途ご用意ください

白米受け箱 異物/残米受け

精米機

●白米受け等は別途ご用意ください

一旦移動し白度を決める

石抜機
(本機)

白米排出口

型式

15kg入
15

10

25

15

玄米からの精米

タイマーセット時間(分)

モミからの精米

玄米からの精米

モミからの精米
30kg入



差込みプラグをさしたまま行うとケガを
するおそれがあります。

１．石抜機のスイッチを入れる(ＯＮ)

１．選別網および揚穀網の清掃

２．フレーム下面の清掃と小米の処理

２．石取口レバーを開ける

３．石抜機のスイッチを切る(ＯＦＦ)

異物および選別網上の残米の取り出し

異物のみの取り出しはできません(異物を含

んだ米が排出されます)

選別網枠の取り外しは11ページをご覧ください

最初に異物が多く含まれます。レバーを一旦

下げて(閉)異物の多い部分を確認しながら行

ってください。

排出した残米には、異物が混入しています。

手選別してください。

石取口レバーは、運転中は確実に下げてくだ

さい。もし、開いていると米漏れが発生します。

作業終了の都度の清掃をお勧めします。

汚れたまま放置すると選別不良が発生します。

石抜のスイッチを入れて空運転します。

石取口レバーを全開にして異物、残米を取り出

します。

選別網および揚穀網の網目がふさがると選別性

能に大きく影響します。

排出口カバーを外して表面を、選別網枠を取り

外して裏面をブラシなどで清掃してください。

フレーム下面(床面)にチリが堆積します。小米受箱

には小米(砕米)が溜ります。毎回清掃してください。

異物/残米受け

石取口レバー

石取口

開

電源スイッチ

清掃

選別網部 ブラシ

選別網枠

揚穀網部 排出口カバー

小米受箱

チリ

床面



１．選別網を掃除する

２．投入能率が多すぎる

３．異物が多い

４．ベルトを張る

異物の選別がわるい

９ページ「掃除」の項参照。

選別網の表・裏を清掃する。

１．床に凹凸がある

振動がある

平らなところへ移動するか、薄いもので高さを調

節してください。

１．電圧が低下している

モータが回らない

１ページ「お願い」の項参照

２．上部カバーが開いている

上部カバーをセットし、止めネジで固定してください。

３．ベルトの張りすぎ

ベルトを張りすぎると、モータが起動しない場合があ

ります。プーリーが軽く回る程度に緩めてください。

３．モータの過熱

モーターが起動せずに長時間経過したり、高温な

環境で使用しますと、保護のためにモーター内蔵

ブレーカーが作動します。

原因を取り除くと３０分ほどで自動復帰します。

差込みプラグをさしたまま行うとケガを
するおそれがあります。

・一回で異物が取り切れない場合は、再び白米

を精米タンクに戻し繰り返してください。

このとき、精米の抵抗ダイヤル位置は「0」に

してください。

・米との比重差が少ない異物(軽石、アスファルト

片、砂、土壌の塊等)は、選別できない場合があ

ります。

１２ページの要領でベルト調節をしてください。

１２ページの要領でベルト調節をしてください。

・精米機が一回通し式の場合

能率が時間８０kgを超える精米機は使用でき

ません。選別不良になります。

時間８０kg以下に調節してください。

・精米機が循環式の場合

精米機の排出が時間８０kgを超えると、選別

不良になります。時間８０kg以下に調節してく

ださい。８ページ「４．」の項参照。

止めネジ

上部カバー



差込みプラグをさしたまま行うとケガを
するおそれがあります。

１．上部カバーを開ける

止めネジを外し、上部カバーを開ける。

上部カバーを開けると、安全スイッチ(ドアスイッチ)

が作動しモーターが回転しない構造になっていま

す。

揺動枠の左右を持って水平に持ち上げてください。

揺動枠凸部とカムローラを合わせて挿入してください。

２．バネ押えを倒す

揺動枠の取り外し

揺動枠の取りつけ

３．揺動枠を持ち上げる

１．カムローラに挿入する

バネ押え角穴を支持金ストッパー部にはめ込んでく

ださい。

２．バネ押えを支持金に固定

止めネジ
上部カバー

揺動枠

揺動枠

揺動枠

揺動枠

支持金 カムローラ

凸部

バネ押え

バネ押え

ストッパー部

支持金



差込みプラグをさしたまま行うとケガを
するおそれがあります。

１．上部カバーと扉を開ける

止めネジとビス(各２本)を外し、上部カバーと扉を

開ける。(右図参照)

２．モータ止めビスを緩める

モータ止めビス(3本)を緩め、プーリーがスムースに

回る程度に調節してください。

３．ベルトの交換

上記のモータ止めビス(3本)を緩め、ベルト交換を

行います。ＶベルトＭ２８を使用して下ください。

プーリーがスムースに回る程度に調節しビスを確

実に固定しください。

ベルトの交換

１．上部カバーと扉を開ける

止めネジとビス(各２本)を外し、上部カバーと扉を

開ける。

２．モータ止めビスを緩め調節

モータ止めビス(3本)を緩め、プーリーがスムースに

回る程度に調節してください。

ベルトの調節

上部カバー

扉

止めネジ

ビス

ビス

ゆるむ

プーリ

ビス

ゆるむ

プーリ

ベルト
(ＶベルトM28)

ベルト
(ＶベルトM28)

しまる



ＴＭ８２Ｅ





ＴＭ８２Ｅ

1F5346-95511

〒930-0314　富山県中新川郡上市町若杉2番地　
 　　　　　　　　ＴＥＬ．076-472-2233　　FAX. 076-473-9100
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